
第２学年３組 算数科学習指導案 

令和５年６月１日（水）第３時限 ２年３組教室 指導者        

 

１ 単 元 「長さ」（９時間完了） 

 

２ 目 標 

（１）長さを表す普遍単位（㎝、㎜）を知るとともに、測定する対象のおよその見当をつけ、も

のさしを使って測ったり、直線を引いたりすることができる。     （知識・技能） 

（２）普遍単位の必要性に気付き、量感をもとに身の回りのものの長さを予想したり、適切な単

位をつかって表現したりすることができる。          （思考・判断・表現） 

（３）長さの比較や測定に関心を持ち、身の回りのものの長さを、ものさしを用いて調べたり、

長さの量感を身近な場面でいかそうとしたりすることができる。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

 

３ 単元構想 

 本学級は、算数が好きな児童が多い。「たし算とひき算」の単元においては、計算問題に意欲的に取

り組み、積極的に意見を発表した。しかし、なぜそう考えたのかという理由について、十分に説明をし

たり、自信をもって発表したりする児童は少ない。 

 ４月当初、名簿順で並ぶ経験しかなかった児童に、小先頭で並ぶように指示を出す場面があった。す

ると、身長の近い子同士で背中合わせに立ち、他の子が２人の背を比べたり、自分の頭の上に手を置

き、その手を友達の頭へ平行移動させたりして、自分たちなりに考えて並ぼうとする姿が見られた。そ

こで、「グー何個分くらい違うのかな。」と質問してみたが、残念ながら何も答えは返ってこなかった。

このことから、どちらが高い、どちらが低いということは感覚では分かるが、高さや長さの量感が不足

しているのでないかと感じた。このような実態から、生活科で野菜の成長の様子を学習するときや、今

後の生活の中で、目分量や任意単位の測定だけでは不便を感じるようになることが十分予想される。

そのため、本単元を通して、長さについての量感を豊かにするとともに、普遍単位を使って長さの測定

をすることができる力を身に付けさせたいと考える。 

 本単元では、普遍単位である「㎝」、「㎜」について知り、ものさしを使った直線の書き方、測定の仕

方について学習する。１年までに、直接比較や任意単位による間接比較を学習しているが、これらを用

いて長さを表すのには限界がある。そこで、「同じ長さで、みんなが使える」という共通の単位の必要

性や利便性を感じ取らせたい。導入では、魚の長さを比べる方法をチームで考える。比較の元になるこ

ぶしの大きさが違ううさぎとりすの会話から問題点を話し合う。児童が考えた方法で実際に比べてみ

て、普遍単位の必要性とよさに気付かせるようにする。また、本単元では、身の回りのものの長さにつ

いて、およその見当をつけたり、手や指を使って調べたりして、長さの量感を育てる活動も行う。その

ために、本時では、長さを「見積り」する時間（「あてっこタイム」）と、測って確認する時間（「きっ

ちりタイム」）に分かれて学習を進める。「あてっこタイム」は、いろいろな長さのものを測りながら養

ってきた量感をつかって、２つのうちどちらが２５㎝のものかを選ぶ。「きっちりタイム」では、もの

さしを正しく用いて２つのものの長さを正確に測り、見積もりとの誤差を確認する。そのことを通し

て、これまで以上に量感を養うことをねらう。長さの量感が豊かになれば、生活場面での問題解決に役

立つ力となると考える。これらに加えて、「㎝」や「㎜」の書き方、ものさしの使い方、目盛りの読み

方、直線の書き方といった技能が十分定着するようにするために、単元を通して、タブレットやデジタ

ル教科書を活用しながら、わかりやすい説明を心掛ける。 

 本単元は、２学期に学習する「１００㎝をこえる長さ」での単位「ｍ」へとつながる。さらに、第３

学年の「長さ」での、単位「㎞」や長さの見当付けの学習へと発展していく。また、「かさ」や「重さ」

等の新たな測定対象に出会ったときにも生かされる。本単元を通して、普遍単位の必要性や、ものさし

がなくても長さの見当をつける力を身に付け、日常生活の中の大きさや長さを測る場面で役立てたり、

身の回りのものの長さに関心をもって生活したりできる児童になってくれることを期待する。 



４ 単元計画（９時間完了）            

◎なりたい姿 ○

み

見通し ○

チ

チーム学習 ○

山

山場 ○

ふ

振り返り 

学習課題・学習内容 教師の活動・手だて 

 

 

・うさぎとりすの会話から普遍単位の必要性に気づ

き、ものの長さを正しく測る仕方を調べていくと

いう課題をつかむ。 

 

 

 

・単元終了時の自分の姿を設定する。 

◎長さを比べるには、同じ長さのものを使って調べ

る必要があることに気づくことができる姿。 

 

 

・１目盛りが１㎝であることを知る。 

・ものさしの使い方、記号の書き方、読み方を知

る。 

◎ものさしを正しく使うことができる姿。 

 

 

・小さい目盛りは１㎜であることを知る。 

・１㎝は何㎜か数える。 

・教科書の長さをはかる。 

◎何㎝何㎜の長さまではかることができる姿。 

 

 

・線の長さを㎝と㎜を使って表す。 

・８㎝５㎜が何㎜になるか考える。 

・直線の用語を知る。 

◎長さを㎜だけで表すことができる姿。 

 

 

・３０㎝ものさしを使って直線を書く。 

◎ものさしを使って直線を書くことができる姿。 

 

 

・テープで１０㎝をつくる。 

・グーを使って１０㎝をつくる。 

◎手や指を使って、１０㎝を表すことができる姿。 

 

 

 

 

 

・前時の学習を想起する。 

 

〇直接比較ができないように、魚の絵をテレビ画

面で提示する。 

○

チ

魚の長さを比べる方法を考える。 

〇児童がブロックを置きやすいようにプリントを

用意する。 

○

み

単元末のなりたい姿「ものさしを使って、いろい

ろなものの長さをはかったり、測定する対象の

およその見当をつける」を子供と共有し、「長さ

名人」になろうと伝える。 

 

 

〇１目盛りが１㎝であることを知らせる。 

〇分かりやすく説明するために拡大したものを提

示する。 

〇長さを表すときは「〇センチ」と省略してよむこ

とを共通理解させる。 

○

み

はがきのたての長さをはかっていくことを確認

する。 

○

チ

はがきのたての長さが１㎝の何個分かを考え

る。 

〇「センチメートルものさし」を使用してはがきの

長さを測定させることで、㎝よりも細かい㎜の

単位の必要性に気づかせたい。 

〇㎝と㎜の関係が理解しやすくなるように、パワ

ーポイントで、図を使って提示する。 

〇「直線」の意味が捉えられるよう、ひもを使って

「曲線」を示し、対比する。 

 

〇直線の書き方が理解できるように、黒板に１ｍ   

ものさしで書いて説明する。 

〇必要に応じて、苦戦している児童には手を添え

て、一緒に直線を書く。   

〇長さの量感を意識させるために、１０㎝という

長さがどれくらいなのかを予想するように指示

する。 

〇１０㎝の見当を付けて測定できるように、紙テ

ープで１０㎝づくりをするように指示する。 

〇２人一組になって、１人が手や指で１０㎝の幅

をつくり、もう一人がものさしをあてて確かめ

るようにする。 

○

み

提示されたものの中からぴったりの長さのもの

を探していくことを確認する。 

〇既習事項を想起し、「グー」を使うことでだいた

いのものの長さを表すことができることを確認

する。 

ぴったりの長さを見つけよう。 

（第７時 本時７／９） 

どちらの魚が長いかくらべよう。（第１時） 

ものさしで長さをはかってみよう。（第２時） 

ものさしをつかって、直線をかこう。（第５時） 

はがきのたての長さは、どれだけだろう。 

   （第３時） 

線の長さは何㎝何㎜か。また、何㎜か考えよう。 

    （第４時） 

・うさぎとりすのこぶしの大きさが違うと分か

らないよ。 

・鉛筆や消しゴムの何個分で数えればいいよ。 

「１０㎝」の長さをつくってみよう。（第６時） 



・「長さぴったりゲーム」の手順を確認する。 

・チームの中でペアに分かれて、２５㎝の長さを見

つける。 

・活動の振り返りをする。 

 

◎身の回りのものの長さを根拠をもって見積った

り、正しく測ったりすることができる姿。 

 

 

 

 

・うさぎとかめの道の長さをはかるという課題をつ

かむ。 

 

 

 

 

・長さのたし算とひき算をする。 

◎同じ単位同士で足したり、引いたりすることがで 

きる姿。 

 

 

・スタートから宝までの道で一番近いものを見つけ

る。 

・宝さがしの問題を作る。 

・単元全体の振り返りをする。 

〇博士からの動画を流して、ゲームの手順とルー

ルを伝える。 

○

山

どのようにして、長さを予想したのか考えを説

明できるようにしようと問う。 

  

 予想が間違っていた場合、「きっちりペア」はア

ドバイスをするように指示する。 

○

ふ

測るときに気を付けたことをワークシートに書

かせるように指示する。 

〇ものさしで測りやすいように、図をワークシー

トにする。 

 

 

 

〇同じ単位同士で足したり引いたりすることが理

解できるように、㎝は黒、㎜は赤で囲むように指

示する。 

 

 

 

 

〇点と点を結んだ直線が道になること、道は誰か

とぶつかってはいけないことを伝える。 

○

チ

チームでそれぞれが作成した問題を解き合う。 

○

ふ

単元全体の学習を振り返り、どのような考え方

が有効であったかをノートに書くように指示す

る。 

 

５ 本時の指導（本時７／９） 

（１）本時の目標 

   長さの単位㎝、㎜を用いて、量感をもとに身近なものの長さを予想し、正しい方法で測 

   ることができる。                      （思考・判断・表現） 

 

（２）準備 

 ・教師   身近にある様々な測定物（４×２セット）を７チーム分、長さはかせからの動画、ワー

クシート 

 ・児童   竹さし（３０㎝ものさし）、ワークシート 

 

（３）展開     

◎なりたい姿 ○

み

見通し ○

ペ

ペア学習 ○

チ

チーム学習 ○

山

山場 ○

ふ

振り返り 

段階 児童の活動 教師の活動・手だて 

導入 

（5） 

 

 

 

 

１ 前時までを振り返る。 

 

 

 

 

 

〇既習事項を確認する。 

 

 

 

 

 

・道が折れ曲がっているけど、どうやって測る

のかな。 

・スタートから途中までと、途中からゴールま

でを測って足します。 

長さのけいさんのしかたをかんがえよう。 

（第８時） 

宝までの道を見つけよう。（第９時） 

・まずは、長さを予想したよ。 

・ものさしで長さを測ったよ。 

・グーを使っていろいろなものの長さを予想

したよ。 

 

〈ものさしの正しい使い方〉 

・ものさしの端とはかるものの端を

そろえる。 

・ものさしを長さを測るところにま

っすぐにそろえる。 



課題 

(2) 

 

展開 

（30） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

整理 

（8） 

２ 学習課題を把握する。 

 

 

３ なりたい姿と学習の見通しを確認する。 

 

 

 

 

 

４ 「長さぴったりゲーム」をする。 

・色々な長さのものから２５㎝の長さのものを

見つける。 

・「あてっこペア」の時間と「きっちりペア」の

時間に分けて活動する。 

・ゲームの内容 

「あてっこペア」の時間「きっちりペア」の時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 考えを伝える。 

 

 

 

 

 

・時間があれば実際に測定する。 

 

 

６ 本時の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

〇長さはかせからの動画を流す。 

〇長さはかせからの動画を流す。 

 

〇ゲームの手順とルールを知らせる。 

○

み

学習の流れと目指す姿を確認する。 

〇実際にやって見せながら、活動のや

り方を確認する。 

 

〇「グー」以外で予想ができる方法が

あるかと問う。 

〇挙手が少なければ、数人指名し、発

表を促す。 

〇ペアで「楽器」「文房具」の長さを計

測する。その際に「グー」以外の長

さを基に予想することを確認する。 

〇どこを測るか分かりにくい物には、

測る場所にテープで印を付けてお

く。 

〇「あてっこペア」はかごの中から２

種類のものしかものさしで計測でき

ないことを伝える。 

○

ペ

単なる予想になるのではなく、体の長

さを使い、必ず話し合って長さの予想

をすることを指示する。 

 

○

山

長さ名人になるためには、自分がどう

やって考えたか言えるようになれる

とよいという動画の続きを流す。 

○

チ

考えを伝え合うように指示する。 

〇具体的な考えを書いている児童を指

名し、全体の前で考えを発表させる。 

〇残りの２種類がどのくらいか友達の

意見を基に予想し、計測する。 

○

ふ

測るときに気を付けたことやうまく

いったことを個々で考え、ワークシ

ートに書かせるように指示する。 

〇子供の振り返りを把握し、指名順を

構想する。 

〇本時で学べたことや活動について具

体的に記入している子供を指名し、

振り返りを発表するように促す。 

（４）評 価 

 ①手や指でだいたいの長さを表し、その量感をもとに、該当する長さのものを見つけることが 

できたか。        （活動４、５の様子、活動５、６のワークシートの記述から） 

 ②ものさしを正しく使って、測定するものの長さを求めることができたか。 

  （活動４、５の様子、活動５、６のワークシートの記述から） 

ぴったりの長さを見つけよう。 

◎体の長さをつかって、長さを予想できたら 

◎ものさしを使い正しく測定できたら 

○

み

①ペア②全体③個人④振り返り 

・箱の中の物から二

つ選び、ペアで長

さを予想する。 

・ワークシートに考

えを記入する。 

・相手の「あてっこ

ペア」の予想が正

しいか測る。 

 

「あてっこペア」の時間 

・私はパーの長さで予想するよ。 

・僕はチョキの長さで予想するよ。 

・僕はピストルの形で予想するよ。 

 

「きっちりペア」の時間 

・野菜の端とものさしの端をそろえなくちゃ。 

・㎜もないか確かめよう。 

○

ま

私の小指から手首までの１０㎝くらいをも

とにしたら、予想が当たって、うれしかった。 

○

ふ

測るのがむずかしい物もあったけど、はし

をきちんとそろえて、目もりをよく見て測っ

たよ。 

・ピストルの形にすると手首から人差し指の

先までがだいたい１０㎝くらいありそうだ

から二個分と半分くらいで予想したよ。 

 


